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鋭利なもの以外は「燃やすごみ」として回収します。
新聞紙などの紙に包んで燃やすごみの指定袋に入れ、
指定袋に「医」と書いて出してください。

原則として医師や看護師が持帰り、処分します。

在宅医療廃棄物
在宅医療廃棄物として出せるもの･出し方

在宅医療廃棄物として出せないもの･処分方法

医師や看護師などの訪問を伴わず、医師の指導管理に基づき患者が
自ら医療行為を行う「在宅医療」により発生した医療廃棄物

医師・看護師などが訪問して行う「訪問診療、訪問看護」など
により発生した医療廃棄物

「針ケース」を必ず装着し、ふたのある
プラスチック製の容器に入れてから出し
てください。

※医療廃棄物だけで指定袋に入れ、他の燃やすごみと一緒に出さないでください。

●チューブ類
・輸液セット
・気管内吸引カテーテル
・酸素鼻孔カニューラ
・鼻マスク

●ビニールバッグ
・CAPDバッグ
・栄養剤バッグ（輸液、高カロリー輸液用）
・ストーマ袋、導尿バッグ
※汚物は取除いてください

●注射筒

●ゴム手袋（介護用含む）

・ペン型インスリン注入器
・インスリンカートリッジ
・注射筒（針なし）
・ペン型自己注射針（注意）

●注射器
（針付き）

●針
・点滴針
・翼状針
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種　別 補　助　額 台　数

1世帯1台まで

1世帯2台まで

購入費用の半分で、上限30,000円

購入費用の半分で、上限3,000円

電動生ごみ処理機

たい肥化容器

生ごみを減量し、良質なたい肥に変える生ごみ処理機器の購入
費用の一部を予算の範囲内で補助します。

・市内に住所を有し、かつ、居住している方
・市内に店舗を有する販売店から処理機器を購入する方
・処理機器を居住場所に設置し、使用する方

子ども会、町内会、PTAなどの団体が集める資源回収活動に奨励金を交付します。

助成制度について
生ごみ処理機器購入費の補助金交付制度

資源物集団回収奨励金の交付制度

家庭ごみ用指定袋の交付制度

① 補助対象

・購入する前に補助金等交付申請書の提出が必要です。
・提出する前に、環境共生課（☎83－3566）へご連絡ください。

② 補助金交付を受けるには

・新聞紙、雑誌・チラシ、ダンボール、牛乳パック、アルミ類、スチール類
　※奨励金の金額は、環境共生課（☎83－3566）へ問い合わせください。

対象者の方には、市から案内をしますので市役所の担当課へ袋を受取りにきてください。

① 対象の資源物

・活動前に「団体登録」が必要です。
・登録後は、事前に回収品目、日時などを回収業者とよく相談してください。
・回収業者は、団体登録後にお知らせします。

② 奨励金を受けるには

※100円未満切り捨てです。

対象世帯 配布するもの

生活保護世帯 ・燃やすごみ用指定袋（小）を年間 30枚×世帯人員数
・埋立ごみ用指定袋（小）を年間 10枚×世帯

障害者自立支援法に基づき、
紙おむつ又はストーマ用装
具の交付を受けている方

・燃やすごみ用指定袋（小）を 120 枚　　または
・燃やすごみ用指定袋（中）を 40枚＋（小）を 20枚

在宅寝たきり老人等介護手
当を受給している方

・燃やすごみ用指定袋（小）を 120 枚　　または
・燃やすごみ用指定袋（中）を 40枚＋（小）を 20枚

3歳未満の乳幼児
・燃やすごみ用指定袋（小）を 1人 1ヶ月あたり 10枚
　※3歳の誕生日の前月まで


